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新
春
の
ご
挨
拶

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
村
長
に
就
任
し
て
７
回
目
の
正

月
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
一
年
間

も
ふ
る
さ
と
相
良
の
村
づ
く
り
を

村
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
で
き
た
こ

と
、
喜
怒
哀
楽
を
共
有
で
き
ま
し

た
こ
と
を
有
り
難
く
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
自
分
の
愛
す
る
相
良
村
の
た

め
に
、
村
長
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
相
良
の
一
村
民
と
し
て

も
何
を
議
論
し
何
を
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
絶
え
ず
考
え

動
い
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り

ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
の
お
陰
で
村
財
政

は
確
実
に
良
く
な
り
普
通
の
村
レ

ベ
ル
の
健
全
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
充
実
し
、
よ
り
積

極
的
な
村
づ
く
り
へ
向
か
っ
て
い

る
こ
と
は
皆
様
も
ご
承
知
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
村
長
を

補
佐
す
る
副
村
長
や
人
づ
く
り
に

か
か
わ
る
教
育
委
員（
教
育
長
）の

人
事
案
件
が
今
な
お
議
会
が
否
決

し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
不
在
で
あ

る
こ
と
で
す
。否
決
の
連
続
の
た
め

今
は
議
案
を
出
す
た
め
の
本
人
の

同
意
さ
え
も
ら
え
な
い
状
態
で
す
。

村
づ
く
り
の
人
員
体
制
が
整
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

　
私
は
村
民
の
た
め
に
仕
事
を
す

る
た
め
に
村
長
を
し
て
い
ま
す
。

今
の
状
態
は
村
長
と
し
て
仕
事
が

し
づ
ら
い
だ
け
で
な
く
職
員
に
も

負
担
が
き
ま
す
。
村
づ
く
り
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
10
や
り
た
い
仕

事
が
７
と
か
８
し
か
で
き
な
い
状

態
で
す
。
そ
の
損
失
は
村
民
に
来

る
の
で
す
。
新
年
だ
か
ら
こ
そ
あ

ら
た
め
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
村
の
重
要
事
項

で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
私
の
政

治
理
念
を
何
度
も
お
話
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
①
正
直
者
が
報
わ
れ
る

社
会
の
実
現
、
②
住
民
参
加
の
政

治
で
す
。
新
年
を
迎
え
て
、
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
村
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
こ
の
理
念
実
現
の
た
め
今

年
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
の
在
り
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
時
代
の
転
換
期
で
あ
り
ま
す

が
、
村
が
住
民
の
た
め
に
す
る
こ

と
は
な
ん
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
村

と
し
て
の
誇
り
、
相
良
村
民
と
し

て
の
誇
り
を
持
っ
て
今
年
も
村
民

の
皆
様
と
共
に
ま
い
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
！

　

寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す

が
、
ま
わ
り
の
木
々
を
よ
く
見
ま

す
と
も
う
新
芽
が
出
て
い
ま
す
。

や
は
り
も
う
春
で
す
。

　
相
良
村
は
「
相
性
が
良
く
な
る

村
」
で
す
。
今
年
も
村
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
人
と
の
出
会
い
・

仕
事
・
健
康
な
ど
多
く
の
場
面
で

相
性
が
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

相
良
村
長 

　
德
　
田
　
正
　
臣
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１．南小音楽部による合奏。
２．あざみ園児によるオペレッタ。
３．文化祭初披露となる永江臼太鼓踊り。
４．着物をリフォームして作った手まり。
５．華の会樋口勇子さんが舞う「女ごころ」。
６．北小の児童と職員の皆さんの歌声。
７．常磐会村本美江さんの「黒田武士」。
８．チャチャチャＳＡＧＡＲＡのルンバ。
９．個性あふれる生け花。
10．熊本杖神吟道会相良支部による詩吟の披露。
11．押し花で描かれた美しい絵画。
12．セレソ・ローサの皆さんの息の合ったダンス。

　１１月３０日（日）、「第１２回相良村文化祭」が村総合体育館で
開かれました。
　会場内では、村内団体による多彩なステージ発表や絵画、写真など
の芸術作品の展示が行われ、会場の外でもバザーが出店されました。

相良村文化祭
第
12
回

11

8

5

43

1

67

2

910

12
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５７人、７事業所が統計功労者として表彰中原さんの歌声と演奏に会場が沸いた

　「オータムフェスタ 2014 in 相良」が村総合体
育館で開かれ、人吉市出身の俳優中原丈雄さんが
ボーカル・ギターを務めるバンド「TAKEO.UT」の
スペシャルライブが行われました。会場は出店が
立ち並び、ファンなど多くの観客でにぎわいま
した。
　焼酎の振る舞いも行われ、観客は焼酎を片手に
バンドの演奏に聞き入っていました。
　中原さんは「久しぶりの地元でのライブで、皆
さんが温かく迎えてくれてありがたかった」とラ
イブの感想を話されました。

　中村弘美さん（上川下）が統計功労者として県知
事賞を受賞し、県庁で賞状が授与されました。こ
れまで国勢調査や農林業センサスなど各種統計調
査で、調査員として円滑な統計調査の実施に努め
られた功績が認められての表彰となりました。
　中村さんが調査で訪問しても、調査への理解が
なかなか得られないなどの苦労もあったそうです。
　各種統計調査で調査員の皆さんが各世帯や事業
所を訪問される際は、調査へのご協力をよろしく
お願いいたします。

ズッキーニの育て方・おいしさについて語る岩坂さん 表彰状を手にする小村仁さん

　相良村の食材を子どもたちに知ってもらい、お
いしく食べてもらうため、ズッキーニ生産者の
岩坂勝之さん（上川上）が、相良南小学校の５年生
を対象に相良村の特産物であるズッキーニについ
て授業をされました。
　また、岩坂さんの畑でその日の朝に採れたズッ
キーニが、サガラッパ焼きという野菜とひき肉を
こねて焼いた料理となって給食で出されました。
岩坂さんも児童たちと給食を味わいました。

県知事賞受賞
県統計功労者表彰式12

11中原丈雄さんの演奏に魅了
オータムフェスタ 2014

11
14

地産地消の大切さを学ぶ
ズッキーニ生産者の特別授業

農林水産大臣賞受賞
全国山林苗畑品評会

　小村仁さん（井沢）が、第５３回全国農林水産祭
全国山林苗畑品評会にスギ苗を出品され、農林水
産大臣賞を受賞されました。
　この品評会は、全国山林種苗協同組合連合会が
主催し、苗の生産技術と経営改善の向上を図るた
めに毎年行われ、優良な苗を育てる生産者を表彰
するものです。
　小村さんは、「家族、スタッフの支えや地域の皆
さんの協力があって受賞することができ、感謝し
ている」と受賞の喜びを語られました。

11
12

11
10
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子どもたちから心のこもったプレゼント
勤労感謝の日

11 月 20 日　四浦保育所あざみ園

11 月 21 日　暁保育園

　１１月２３日の勤労感謝の日に合わせて、村内
の３つの保育園の子どもたちから手作りのプレゼ
ントが役場に贈られました。
　なつめ保育園からは、松ぼっくりとお花の飾り
がついたメッセージカード、四浦保育所あざみ園
からは、松ぼっくりで作ったキャラクターの置物、
暁保育園から、いきなり団子をいただきました。
　「いつもお仕事ごくろうさまです。」という温か
い言葉と手作りのプレゼントありがとうございま
した。

11 月 17 日　なつめ保育園

　消防団第８分団第１部詰所（中四浦区）の落成式
が行われました。
　旧詰所は築４０年以上が経過していたため、鉄
製階段はさび等の老朽化が目立ち、安全性にも不
安がありました。
　新しい詰所は、旧北小学校グラウンド跡地に場
所を移し、１部と２部が統合したため積載車２台
が格納できるものとなっています。

安全で快適な詰所が完成

　相良南小学校で「第１５回熊本県小学校生活科・
総合的な学習の時間研究大会」が開かれ、県内各
地から参加された教職員や教育委員などが１、３、
５年生の授業を視察しました。
　３年生は、総合的な学習で「お茶っ子大作戦」
として、相良村の特産品であるお茶の魅力を伝え
るキャッチコピーを考え、これまでお世話になっ
たお茶農家の皆さんに成果を発表しました。
　授業後の分科会では、学習指導の提案や意見交
換が行われました。

キャッチコピーを考える児童たち

11
20

県内の教職員らが視察
南小学校研究授業 16

11 第８分団第１部詰所完成
消防団詰所落成式

11　17
20・21
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環境にやさしく
エコ石鹸作り

ウォーキングで健康に
ウォークラリー大会 in 柳瀬

12
3 29

11

21
11 劇で地域の見守り呼びかけ

熊本見守り応援隊 模擬訓練
先進地に学ぶ
区長会研修

　石鹸作り愛好会（代表：小善満子さん＝松葉）に
よるエコ石鹸づくりが相良村ふれあいセンター横
の石鹸工場で行われました。
　家庭から出る廃油を原料とし、苛性ソーダ等を
混ぜ合わせて完成する粉石鹸で、自然にやさしく、
油汚れやレンジまわりの汚れなどがとてもよく落
ちると評判です。出来上がった粉石鹸は、メンバー
それぞれで持ち帰り有効利用されます。
　石鹸作りは年数回行われており、興味のある方
はご連絡いただければいつでもメンバーによる作
り方のご指導をいただけるとのことです。

　村福祉協議会、村老人クラブ連合会主催「平成
２６年度第１回ウォークラリー大会 in 柳瀬」が開
かれ、大人から子どもまで６２人が参加しました。
　参加者は、柳瀬構造改善センターをスタート、
ゴールとする約５㎞を歩き、チームでチェックポ
イントの課題に取り組みながら、健康に役立つ正
しいウォーキング法を学びました。
　課題の獲得点と所要時間で順位を競い、優勝し
た田上富代さん（十島）と孫の泰成くんには十島米
が贈られました。

チェックポイントでクイズに挑戦石鹸作り愛好会のみなさん

　「熊本見守り応援隊・見守り模擬訓練」が村総合
体育館で開かれ、村民生委員児童委員協議会の皆
さんが、寸劇で地域の子どもやお年寄りの見守り
の大切さを呼びかけました。
　劇では、「相良村の３人に１人が高齢者で、高齢
者だけの世帯も増えていることから地域ぐるみで
の見守り、支え合いが大切」と締めくくりました。
　村地域包括支援センターから異変対応の留意点
の報告もなされ、県内から集まった多くの民生委
員ら関係者は、留意点を再確認しました。

　区長会の研修を行い、２日間で、美里町のフッ
トパス、宮崎県高千穂町の地域づくり、大分県竹
田市の防災について研修されました。
　とくに、２年前に洪水により甚大な被害があっ
た竹田市では、市職員や自治会の方から、災害後
に検証会議を行い、被害にあった住民の声が復旧
に生かされたこと等の説明を受けました。また、
自主防災組織の取り組み、避難時要支援者、避難
所の備蓄等について、活発な意見交換が行われま
した。

竹田市で防災について研修を受ける区長の皆さん お年寄りを演じる民生委員

11　25
・26
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の保健福
祉

ひろば

１月の小児科在宅当番医
１日㈷ 公立多良木病院小児科
２日㈮ 増田クリニック小児科
３日㈯ たかはし小児科内科医院
４日㈰ やまむら医院
11日㈰ 人吉医療センター　小児科
12日㈷ 増田クリニック小児科
18日㈰ たかはし小児科内科医院
25日㈰ やまむら医院

４２－２５６０
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－２１９１
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
お
そ
ろ
い
で
楽
し
い
お
正
月
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

風
邪
の
流
行
す
る
季
節
で
す
。
う
が

い
、
手
洗
い
を
す
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
も
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
は
、
外
に
出
て
紅
葉
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
１
月
は
鬼
の
お
面
作
り
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
５
日
・
19
日
・
26
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
14
日
・
28
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
７
日
・
21
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
１
月
分
〉

犬
の
し
つ
け
教
室

参
加
者
募
集

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

～
愛
犬
の
無
駄
吠
え
、
跳
び
つ
き
、
甘
噛

み
な
ど
の
問
題
行
動
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
～

　
プ
ロ
の
訓
練
士
の
先
生
に
、
教
え
て
い

た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！　
参
加
申
し

込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

■
日
時　
２
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午
※
少
雨
決
行

■
場
所

相
良
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
相
良
村

役
場
横
、
元
畜
産
セ
ン
タ
ー
）

■
講
師

　
人
吉
警
察
犬
訓
練
所　
開
田　
宏 

氏

■
内
容

し
つ
け
の
基
本
、
服
従
訓
練
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
犬
に
よ
る
模
擬
訓
練　
等

■
主
催

人
吉
球
磨
地
区
狂
犬
病
予
防
動
物
愛
護

協
議
会

■
参
加
費　
無
料

【
参
加
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
相
良
村
役
場　
保
健
福
祉
課　
保
健
係

　
☎
３
５

－

１
０
３
２

　

３
５

－

０
０
１
１ 

■日時／１月２１日（水）　９：３0より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１６日（金）までお知らせください。
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が
保  健  師  と●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

血圧を上げる要因と対処方法
（気を付けたい日常の動作・行動編）

【シリーズNo.7】

１．汗をかいたら水分補給。（暑がりの方はご用心。たくさん汗をかくと血
液の濃度が濃くなり、血栓症をおこしやすくなるので水分をこまめに
摂りましょう。）

２．適量の飲酒は良い。（寒い日のはしご酒や深酒はダメ。たしなむ程度に
飲むお酒でストレス解消。ほどほどのお酒は血管を拡張します。）適
量とは、一日純アルコール10ｇ（焼酎だと90㏄です）。

３．高血圧の人はストーブ等で部屋全体を暖めましょう。（コタツでは体は
温まりません。20℃前後に部屋全体を暖めることで血圧を上げる原
因となる血管の収縮を防ぎます。）

４．血圧を下げる入浴法。（飲酒後の風呂や熱い風呂は要注意。浴室を暖め
ておく、首までつからない、湯の温度は37～40℃などで効果があり
ます。）

５．寒い日トイレでのいきみは危険。（血圧に良くありません。トイレもあ
らかじめ暖めておきましょう。また、便秘を予防し改善しましょう。）

６．運動不足の方の急なスポーツはじめは危険。（徐々に体を慣らしてか
ら。）

７．あわてて飛び起きは体に負担が掛かります。（ゆっくり体を目覚めさせ
てから。）

８．寝不足などの体調不良時は、血圧が上がりやすいです。（一日７～８時
間の睡眠がベストです。）

　高血圧について、仕組みや原因、対処法
など７回に分けお伝えしてきました。血圧
は一日の中でも変動が大きいものですが、
危険なのは高い血圧がずっと続いてしまう
ことです。
　突然の死亡や介護の必要な状態などで生
活を大きく変えてしまう、脳梗塞・脳出血・
心筋梗塞・腎不全などの病気は、毎日の
血圧測定と記録、特定健康診査が第一の
予防手段です。保健師・管理栄養士も健康
寿命が延びるよう、お手伝いさせていただ
きたいと思っています。健診結果等でわか
らないところは気軽にお尋ねください。
　平成２７年度の住民健康診査申込みも１
月中に発送します。がん検診、特定健康診
査をぜひ受けてください。

学校保健委員会だより

　例年、秋口から春にかけてノロウィルス感染症が流

行します。最近は食中毒の上位を占めるようになり、

給食をつくる者にとっては注意を払う病因物質です。

給食従事者は全員月２回の一般細菌の検便検査と冬期

はノロウィルスの検便検査を行い、健康状態をチェッ

クしています。

　ノロウィルスは少量でも体内に入ると感染します。

そのため、ご家庭でも次の２点に注意し予防すること

が大切です。

①ウィルスが体の中に入るのを防ぐこと。

（食品は十分に加熱する。流水と石けんで手洗いを丁

寧にする。）

②ウィルスに勝つ体力を備えておくこと。

　ノロウィルスは塩素が苦手です。学校では嘔吐物処

理のために使い捨て手袋やエプロンを教室横に次亜塩

素ナトリウムを保健室に置き、緊急時に備えておりま

す。ご家庭でも漂白剤をうすめたものなどを常備して

おくとよいでしょう。もしかかってしまったら、医師

の指示にしたがって体を休めましょう。感染力が強く、

家族全員に症状が出ることもあります。医師の許可が

出てから登校しましょう。

　学校では、年間通して手洗いの指導と学校給食衛生

管理の基準に沿った給食当番のチェックを行って食中

毒予防に努めております。これからも給食室職員一同、

子ども達に安全で楽しくおいしく給食を食べてもらえ

るよう責任を持って調理を行いたいと思います。

ノロウィルスについて
相良南小学校　栄養教諭　　山口　みゆき

おなかの調子が悪いときの食事
消化のよいものや食べやすいものをとりましょう。

消化の良い食べ物 控えたい食べ物

おかゆ、うどん、豆腐、白身魚、

すりおろしたりんご、やわらかく煮た野菜

生もの、炭酸飲料、繊維の多い野菜、

塩分、油の多いもの、刺激のあるものなど
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　相良村では、向学心に富み、有能な素質を有する学生又は生徒であって、経済的理由により修学が
困難な方に対し奨学資金を貸与しています。

１．対象者
（１）その者が一にする生計の主たる維持者が、相良村内に居住していること。
（２）心身が健全で、学力が優れていること。
（３）学資の支弁が困難であること。
（４）独立行政法人日本学生支援機構その他教育委員会規則で定められている法人から、現にそれ

ぞれの育英資金などの貸与に相当する学資の貸与を受けていない者であること。
（５）貸与した奨学資金の返還が確実であると認められること。

２．資金の種類及び貸与金額

種　　類 一　　般　　貸　　与 入学支度金貸与

区　　分

大学又は専門課程に在学する
者（高等専門学校の第４学年
以上の学年に在学する者を含
む）

高等学校に在学する者（高等
専 門 学 校 の 第 １ 学 年 か ら 第
３学年までに在学する者を含
む）、中学校教育学校の後期
課程に在学する者

私立の高等専門学
校又は私立の高等
学校及び中等教育
学校の後期課程に
入学した者

貸与金額
国立及び公立 月額 30,000 円 国立及び公立 月額 15,000 円

一時金 50,000 円
私　　　　立 月額 40,000 円 私　　　　立 月額 20,000 円

３．貸与条件
（１）貸与利率：無利子
（２）返済期間：大学等卒業の日、専門課程の修了の日から１年を経過した日の属する月の翌月か

ら貸与期間に２を乗じた期間
　　　　（例）４年大学で４年間貸与した場合・・・４年 × ２＝８年間で返還

（３）返済方法：年賦、半年賦又は月賦

４．申込方法
（１）申込の受付は、平成２７年３月２日から３月２６日までとします。
（２）申請書類は、平成２７年２月２０日から教育委員会で交付します。

５．貸与決定
（１）奨学生（貸与）の決定は、奨学生選考委員会に諮り、平成２７年４月２１日頃までに決定する

予定です。

【問合せ先】教育委員会　☎３５－１０３９

相良村奨学資金貸与のご案内



球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

　あなたは「郷
きょうゆうせんき

熊戦煌ジュグリッター」を知っていますか？ ジュグリッターは子どもたち
の健全育成や地域活性化を目的に人吉球磨を拠点に活動するローカルヒーローです。彼らは
人吉球磨の平和と未来を守るために、今日も戦っています。

　この特集は、人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・山江村・
球磨村・あさぎり町・人吉球磨広域行政組合の広報担当者が協力して作りました。
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一
人
の
少
年
と
の
約
束

　

お
よ
そ
15
年
前
、
病
院
に
勤
め

て
い
た
作
業
療
法
士
の
権ご

ん
ど
う頭

弘ひ
ろ
た
か賢

さ
ん
（
多
良
木
町
）
は
、
入
院
中

の
１
人
の
少
年
と
出
会
い
ま
す
。

権
頭
さ
ん
は
そ
の
少
年
と｢

リ
ハ

ビ
リ
を
頑
張
れ
ば
ヒ
ー
ロ
ー
は
現

れ
る
」
と
約
束
。
も
と
も
と
ヒ
ー

ロ
ー
が
好
き
だ
っ
た
権
頭
さ
ん
は

自
ら
ヒ
ー
ロ
ー
の
衣
装
に
着
替

え
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
少
年
の
家
に
現
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
権
頭
さ
ん
は
人
吉
市

で
開
催
さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
し
優
勝
し
ま
す
。

そ
の
時
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と

｢

ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
地
域
の
保

育
園
な
ど
を
回
ろ
う
！｣

と
意
気

投
合
。権
頭
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、

Ｔ
‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｋ
（
チ
ー
ム 

・
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
ク
マ

モ
ト
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
誕
生
！

　

最
初
は
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
扮ふ

ん

し
て
活
動
し
て
い
た
Ｔ

‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｋ
で
す
が
、
自
由
に
活

動
で
き
て
地
域
に
根
付
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ

う
と
、
平
成
18
年
に｢

急
流
戦
隊

Ｊジ

ン
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
す
。

　

戦
士
や
怪
人
は
全
て
権
頭
さ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
。
粘
土
造
形
や
材
料

な
ど
を
研
究
し
、
１
年
を
か
け
て

作
り
上
げ
ま
し
た
。「
地
域
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
人
吉
球
磨
の
特
産
品
や

各
市
町
村
章
を
衣
装
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、
地
域
色
豊
か
な
ヒ
ー

ロ
ー
が
誕
生
。
人
吉
球
磨
を
中

心
に
祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で

シ
ョ
ー
を
重
ね
ま
す
。

　

物
語
は
人
吉
球
磨
の
特
産
品
や

文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
怪
人
と

戦
い
地
域
の
宝
を
守
る
全
11
話
。

平
成
25
年
８
月
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ

ベ
ン
ト
で
完
結
を
迎
え
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
た
思
い

　

Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
応

援
す
る
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
ま

な
ざ
し
や
声
援
は
、
メ
ン
バ
ー
の

背
中
を
後
押
し
し
ま
す
。
ヒ
ー

ロ
ー
が
好
き
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
は
、
い
つ
し
か｢

こ

れ
か
ら
も
地
域
の
み
ん
な
を
喜
ば

せ
た
い
」
と
い
う
思
い
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

｢

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
や

め
ら
れ
な
い｣

。
権
頭
さ
ん
た
ち

は
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
意

志
を
受
け
継
ぐ
新
し
い
ヒ
ー
ロ
ー

を
誕
生
さ
せ
ま
す
。
そ
の
名
は

「
郷
熊
戦
煌
ジ
ュ
グ
リ
ッ
タ
ー
」。

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
、
そ
し
て
地

域
に
元
気
を
与
え
る
彼
ら
の
物
語

は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。　

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
の
意
義

　

い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ー
ロ
ー
が
い
ま

す
が
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は
格
別
に

好
き
で
し
た
。
当
時
の
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
の
役
者
さ
ん
た
ち
は
、
病
気

で
入
院
中
の
子
ど
も
を
訪
ね
「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
は
改
造
人
間
だ
か
ら

た
く
さ
ん
手
術
し
て
い
る
け
ど
、

手
術
は
怖
く
な
い
。
も
っ
と
強
い

体
に
な
れ
る
」
と
伝
え
、
手
術
を

受
け
る
勇
気
を
与
え
て
い
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
中
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
役

者
さ
ん
と
、
地
元
で
活
躍
す
る

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
は
全
く
同
じ

存
在
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
ヒ
ー

ロ
ー
に
憧
れ
た
人
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
手
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
。
彼
ら
は

憧
れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
遺
伝
子
を
受

け
継
い
で
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

　

郷
土
を
大
切
に
し
よ
う
と
頑
張

る
人
が
地
域
に
い
る
の
は
宝
で

す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
力

　

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
が
言
っ

て
も
聞
か
な
い
こ
と
も
ヒ
ー
ロ
ー

が
言
う
と
素
直
に
聞
き
ま
す
。
子

ど
も
に
と
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
は
カ
リ

ス
マ
的
存
在
。
親
や
先
生
と
は
違

う
特
別
な
存
在
で
「
心
の
師
」
な

の
で
す
。

　

ご
み
拾
い
一
つ
で
も
、
ヒ
ー

ロ
ー
が
や
る
と
子
ど
も
た
ち
に

か
っ
こ
い
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー

は
、
そ
う
い
う
姿
を
身
近
に
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。「
君
も
ヒ
ー

ロ
ー
だ
」
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
呼
び
掛
け
、子
ど
も
た
ち
も「
次

は
ぼ
く
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ
」
と
ま
ね

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。　

漫画家

村
むらえだ

枝 賢
けんいち

一さん

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
の
存
在
に
つ
い
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
漫
画
を
連
載

す
る
漫
画
家
の
村
枝
先
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「郷熊戦煌ジュグリッター」は平成25年８月に登場した人吉球磨
のローカルヒーローです。なぜ、私たちのまちにヒーローが誕生
したのでしょうか？　　　　　　　　　　

葦北郡芦北町出身。昭
和62年、「アーム・ア・
チャンピオン」（週刊少
年サンデー増刊号）でデ
ビュー。「仮面ライダー
SPIRITS」などヒーロー
を題材とした漫画を多く
手掛ける。
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人吉球磨のヒーロー・ジュグリッターはステージの上で敵を倒す
だけではありません。身近なところでも、地域のために大活躍！
そこにはどんな思いがあるのでしょうか。

ス
テ
ー
ジ
以
外
で
見
せ
る

ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍

　

人
吉
球
磨
各
地
の
祭
り
な
ど
に

引
っ
ぱ
り
だ
こ
の
ジ
ュ
グ
リ
ッ

タ
ー
で
す
が
、
活
躍
の
場
は
ス

テ
ー
ジ
の
上
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
日
警
察
署
長
、
飲
酒
運
転

や
犯
罪
防
止
運
動
へ
の
参
加
、
募

金
活
動
、
保
育
園
で
の
交
通
安
全

教
室
、
高
校
で
の
講
演
会
、
観
光

客
の
お
も
て
な
し
な
ど
、
そ
の
活

動
は
さ
ま
ざ
ま
。
人
気
と
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
持

つ
ヒ
ー
ロ
ー
の
力
を
借
り
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
演
依
頼
が
舞

い
込
ん
で
い
ま
す
。

　

出
演
は
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

「
ジ
ュ
グ
リ
ッ
タ
ー
は
正
義
の
味

方
で
す
。
悪
い
こ
と
は
許
し
ま
せ

ん
し
、
わ
れ
わ
れ
が
正
義
を
示
さ

な
け
れ
ば
誰
が
や
る
！　

と
い
う

意
気
込
み
で
、
地
域
の
た
め
に
な

る
依
頼
で
あ
れ
ば
喜
ん
で
引
き
受

け
て
い
ま
す
」
と
権
頭
さ
ん
。
ほ

か
に
も
、
Ｔ
‐
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｋ
メ
ン

バ
ー
で
清
掃
活
動
を
行
っ
た
り
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
ね
た

り
と
、
自
主
的
に
も
活
動
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
呼
び
掛
け

る
だ
け
の
正
義
で
は
な
く
、
住
民

や
子
ど
も
と
同
じ
目
線
で
呼
び
掛

け
る
正
義
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人
吉
球
磨
の
人
た

ち
に
響
い
て
い
ま
す
。

あなたも憧れのヒーローになりませんか？
　郷熊戦煌ジュグリッター（Ｔ－ＨＡＣＫ）は、「熊本や人吉球磨をキャラクター
で元気にしたい」という思いで活動しています。あなたも憧れのヒーローにな
りませんか？ 体験活動から参加することができます。興味がある人は、気軽
にご連絡ください。郷土愛と健やかな成長、仲間との絆を大事に活動中です！

問合せ　Ｔ－ＨＡＣＫ代表　権頭さん（☎ 090ｰ9409ｰ5824）

11



し
い
か
ら
。
例
え
ば
シ
ョ
ー
の
題
材

に
な
っ
た
観
光
地
に
つ
い
て
、
見
に

来
た
子
ど
も
と
保
護
者
の
間
で
「
そ

れ
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？
」「
今
度

行
っ
て
み
よ
う
か
」
と
い
う
会
話
が

生
ま
れ
る
。
そ
う
い
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
県
外
で
人

吉
球
磨
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
か
ら
で
す
。

県
外
で
の
ス
テ
ー
ジ
も
多
い
の
で
、

ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
設

定
の
中
に
特
産
品
や
文
化
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
「
そ
れ
は
何
？
」
と
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
れ
が
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
身
近
な
ヒ
ー
ロ
ー
に

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
一
見
子
ど

も
っ
ぽ
い
こ
と
や
幼
稚
な
こ
と
と
見

ら
れ
が
ち
で
す
。
で
す
が
、
私
は
こ

の
活
動
を
通
じ
、
自
分
が
正
し
い
と

信
じ
た
事
を
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

こ
と
が
本
当
に
大
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
言
葉

が
、
自
分
が
信
じ
た
正
義
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

私
の
場
合
は
ヒ
ー
ロ
ー
好
き
が
全

て
の
き
っ
か
け
で
し
た
が
、
人
の
た

め
に
地
域
の
た
め
に
役
に
立
つ
の
は

気
持
ち
が
い
い
こ
と
で
す
。
特
別
な

活
動
で
な
く
て
も
、
身
近
に
で
き

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
困
っ

て
い
る
人
を
見
た
ら
声
を
掛
け
る
、

郷
土
の
良
さ
を
子
ど
も
に
伝
え
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
大
人
は

か
っ
こ
い
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
っ
こ
い
い

ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ュ
グ
リ
ッ
タ
ー
と
一
緒
に
、
人

吉
球
磨
の
未
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

私
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
目
覚
め
た
の
は

保
育
園
の
こ
ろ
。
ス
ー
パ
ー
の
屋
上

で
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
シ
ョ
ー
を
見
た

時
で
す
。
強
い
憧
れ
が
心
に
刻
ま
れ

ま
し
た
。

　

大
人
に
な
り
、
ヒ
ー
ロ
ー
好
き
が

高
じ
て
保
育
園
な
ど
を
回
り
始
め
ま

し
た
が
、
マ
ス
ク
の
中
か
ら
見
る
子

ど
も
た
ち
が
全
員
笑
顔
で
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
な
ら
」
と
始
め
た
の

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
影
響
力
が
あ
る

ヒ
ー
ロ
ー
で
す
か
ら
、
か
っ
こ
い
い

だ
け
で
は
だ
め
。
絆
や
仲
間
の
大
切

さ
、
け
ん
か
の
後
は
相
手
と
仲
直
り

す
る
、
諦
め
な
い
心
…
…
。
ス
テ
ー

ジ
を
立
ち
去
る
前
に
は
、
必
ず
子
ど

も
た
ち
に
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ー
の
後
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
「
絶
対
諦
め
な
い
」

「
○
○
を
頑
張
る
」
な
ど
と
話
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が

子
ど
も
の
こ
ろ
、
ス
ー
パ
ー
の
屋
上

で
抱
い
た
気
持
ち
と
同
じ
で
す
。

郷
土
愛
が
生
み
だ
す
ス
ト
ー
リ
ー

　

シ
ョ
ー
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
設
定
は
、
人
吉
球
磨
の
特

産
品
や
観
光
地
、
歴
史
や
文
化
を
題

材
に
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

地
元
の
人
に
郷
土
を
よ
り
知
っ
て
ほ

子どもたちの健全育成や人吉球磨の地域活性化に貢献してきたアクショングループ「Ｔ－ＨＡＣＫ」。
グループ代表の権頭さんに、ヒーロー活動に懸ける思いを聞きました。

昭和49年生まれ、多良木町在住。平成14年にア
クショングループ「Ｔ－ＨＡＣＫ」を結成。同グ
ループの代表で、作業療法士として勤務しながら
ボランティアでヒーロー活動を行う。音楽が好き
で、高校生のころはバンドを結成。ジュグリッター
のテーマソングの作詞・作曲も自ら手掛ける。

ヒーローはあなた

★ジュグリッターの活動情報はこちらから→　Ｔ－ＨＡＣＫホームページ　http://www.t-hack.net/

Ｔ－ＨＡＣＫ代表
権頭 弘賢 さん

人吉球磨のみんな！ 一人一人がこのまちのヒーローだ！
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■
定
員　

30
人
程
度

■
予
約
締
切

　

1
月
9
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

同
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６

－

３
８
４

－

３
３
３
３

役
場
産
業
振
興
課

☎
３
５

－

１
０
３
４

　

生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可
能

な
限
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
期
間

12
月
１
日（
月
）～
３
月
31
日

（
火
）の
平
日

※
12
月
29
日（
月
）～
１
月
２
日

（
金
）を
除
き
ま
す
。

■
時
間

　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

※
特
に
電
気
の
使
用
が
集
中
す

る
午
前
８
時
～
11
時
、
午
後

５
時
～
午
後
８
時
は
重
点
的

に
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

九
州
電
力

　

県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
で
は
、
農
業
法
人
化
、
農
業
税

制
、社
会
保
険
制
度
と
労
務
管
理
、

制
度
資
金
や
補
助
事
業
の
活
用
な

ど
、
農
業
経
営
改
善
等
の
全
般
に

わ
た
る
「
無
料
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
税
理
士
、
司
法
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
や
協
議
会
の
担

当
者
が
お
応
え
し
ま
す
。

■
日
時

　

1
月
21
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

■
対
象
者

認
定
農
業
者
、
地
域
営
農
組
織

の
代
表
者

■
米
穀
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

・
お
米
や
米
加
工
品
の
流
通
に

は
、
取
引
記
録
の
作
成
・
保
存

と
産
地
情
報
の
伝
達
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
一
般
消
費
者
に
お
米
や
米
加

工
品
を
販
売
・
提
供
す
る
場

合
に
は
、
産
地
情
報
の
伝
達

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

・
外
食
店
や
小
売
店
等
に
お
い

て
、メ
ニ
ュ
ー
や
店
内
掲
示
、

商
品
の
容
器
や
包
装
を
見
て

い
た
だ
く
と
、
原
料
米
の
産

地
が
わ
か
り
ま
す
。

■
問
合
せ

九
州
農
政
局　

八
代
地
域
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６
５

－

６
２

－

１
８
０
４

■
試
験
種
類

　

甲
種
全
類
・
乙
種
全
類

■
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
　

１
月
19
日（
月
）～
28
日（
水
）

　

電
子
申
請

　
　

１
月
16
日（
金
）～
25
日（
日
）

■
試
験
日　

３
月
15
日（
日
）

■
試
験
地

　

熊
本
市

■
問
合
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11

－

４　

熊
本
県
教
育
会
館
４

階☎
０
９
６

－

３
６
４

－

５
０
０
５

　

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
、
再
就
職
を
目
指
す
お
母
さ

ん
な
ど
を
応
援
す
る
た
め
、
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
月
６
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
■
参
加
費　

無
料

※
託
児
が
必
要
な
場
合
は
、

　

１
月
23
日
ま
で
に
要
予
約

■
問
合
せ

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
６

－

３
５
１

－

０
５
０
０

産
地
が
わ
か
る
！

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

募
　集

消
防
設
備
士
試
験

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

おしらせ

平
成
26
年
度

「
農
業
法
人
化
・
税
制
・

労
務
管
理
等
に
関
す
る
無

料
相
談
会
」
受
講
者
募
集

今
冬
に
お
け
る
節
電
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い
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税務課からのお知らせ

■軽自動車税の税率が変わります！
　平成２６年度税制改正により、平成２７年４月１日から軽自動車税の税率が一部変更になります。軽自
動車などを所有している皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪等】

車種区分 現行税率 新税率

原動機付自転車

50cc 以下 1 , 0 0 0 円 2 , 0 0 0 円
50cc 超 90cc 以下 1 , 2 0 0 円 2 , 0 0 0 円
90cc 超 125cc 以下 1 , 6 0 0 円 2 , 4 0 0 円
ミニカー 2 , 5 0 0 円 3 , 7 0 0 円

軽 二 輪 125cc 超 250cc 以下 2 , 4 0 0 円 3 , 6 0 0 円
小 型 二 輪 250cc 以上 4 , 0 0 0 円 6 , 0 0 0 円

小 型 特 殊
農耕用 1 , 6 0 0 円 2 , 4 0 0 円
その他 4 , 7 0 0 円 5 , 9 0 0 円

　軽四輪自動車の場合は、要件により現行税率、新税率、重課税率のいずれかになります。
【軽四輪自動車】

車 種 区 分
平成 27 年 3 月 31 日
までに新車登録
（現行税率）

平成 27 年 4 月 1 日
以降に新車登録
（新税率）

新車登録後 13 年を超過
※平成 28 年度より適用

（重課税率）

乗　用
営業用 5 , 5 0 0 円 6 , 9 0 0 円 8 , 2 0 0 円
自家用 7 , 2 0 0 円 1 0 , 8 0 0 円 1 2 , 9 0 0 円

貨　物
営業用 3 , 0 0 0 円 3 , 8 0 0 円 4 , 5 0 0 円
自家用 4 , 0 0 0 円 5 , 0 0 0 円 6 , 0 0 0 円

★相良村のホームページにも、詳しい内容を掲載しておりますのでご覧ください。

○軽自動車等の廃車手続きについて
　廃車手続きは、　・バイク等を処分するとき
　　　　　　　　　・相良村外に転出したとき
　　　　　　　　　・他の人・業者等に譲るとき
　などの場合に申告し、ナンバープレートを返納する手続きです。

　「相良村」のナンバーを付けた軽自動車（１２５㏄以下のバイク・農耕用トラクター等）の廃車手続きをす
る際は、必要なものを添えて税務課窓口までお越しください。

　★手続きに必要なもの　・印鑑（法人名義の場合は代表者印または会社印）
　　　　　　　　　　　　・ナンバープレート（紛失した場合は標識弁償金３００円が必要）

※軽自動車税は毎年４月１日現在の車両の所有者に１年分が課税されます。平成２７年４月２日以降
に廃車手続きをされた方には平成２７年度分まで軽自動車税が課税されます。すでにバイク等をお
持ちでない場合は、お早めに廃車手続きをお願いいたします。

■問合せ　税務課課税係　☎３５－１０３１
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農業大学校 27 年度新規就農支援研修生 募集

■対象
　新たに農業で生計を立てることをめざす方や農産物販売を目的とした農業経営をめざす方（６３歳以下
※ 同一世帯から複数の応募はできません。）

研修コース 受　　　講　　　日 定　員
プロ農家養成コース 毎週３日（火、水、金）　　　午前８時５０分～午後４時２０分 ２０人
実践農業コース 毎週２日（月、木）　　　　　午前８時５０分～午後４時２０分 ３０人
特別セミナー聴講コース 毎月１回（原則第４水曜日）午後１時３０分～午後４時 １５人程度

■研修期間　平成２７年４月上旬～１２月上旬
■研修内容　⑴栽培技術講義及び農業経営に必要な知識習得のための講義等
　　　　　　⑵特別セミナー（月１回）：農業の新しい技術や専門的な栽培管理技術、就農に必要な農業情報等
■受 講 料　無料（教科書代等は実費）
■申込期間　平成２７年２月６日（金）まで
■申込・問合せ　熊本県立農業大学校（研修部）☎０９６－２４８－６６００
　　　　　　　　農大ＨＰ　http://www.pref.kumamoto.jp/site/noudai/sinnki.html

　こんにちは。相良村消防団女性消防隊です。年始年末の準備に何かと慌ただしい時期と
なりました。皆さまくれぐれも火の取り扱い・後始末には充分ご注意ください。
　建物火災の出火原因第１位は「コンロ」、第２位「たばこ」、第３位「放火」（２０１２年
総務省消防庁統計）です。また、火遊びによる火事も毎年１千件以上起こっており、その半
分以上はライターが原因ですので、相良っ子の皆さん！ライターで遊んでは「ダメよ～ダ
メダメ！！」。大人の方もライターは子どもの手の届かないところに保管をお願いします。

　秋の全国火災予防運動期間中に、
火災予防等の啓発活動を行いました
ので報告します。

　中分署の皆さんと一緒に村内保育
園児を対象とした火遊び防止の紙芝
居を行いました。
　最後は参加した園児の皆さんと「ラ
イター・マッチでは遊びません！」
と約束しました。

　各分団の防火パレードに参加さ
せていただき、各地区を回って「火
の取り扱い、火の後始末にはご注
意ください！」と呼びかけました。

　村内の各行政区・各種団体等で
救急救命講習等ご要望ありました
ら、女性消防隊がお手伝いします。
お気軽に役場総務課消防主任まで
ご連絡ください。

火災予防啓発について

女性消防隊が
お手伝いします！

相良村消防団  女性消防隊

あざみ保育園（11 月 17 日）

なつめ保育園（11 月 7 日）

暁保育園（11 月 19 日）

消防団防火パレード（11 月 10 日）
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

●元日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

4 5 6 7 8 9 10
●家庭の日
●相良村成人式
　場所：村総合体

育館１階研修室
　受付 12:30
　開会 13:00　

●出初式 8:00～
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆こころの健康相
談（要予約）

●村内小中学校
　始業式

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

11 12 13 14 15 16 17
●村民駅伝
　開会 9:20

●成人の日 ◆６か月児育児学
級

　（H26.５月生）
　（山江村会場）

◆３～４か月健診
（Ｈ26.９.6 ～

10.5生）
　（相良村会場）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

18 19 20 21 22 23 24
◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00～9:20

ふれあいセンター）
●総合体育館休館日

◆ちゃちゃくらぶ ◆乳幼児発達相談
◆こころの健康相

談（要予約）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

25 26 27 28 29 30 31
◆すこやか育児相

談
●収納窓口延長
　（税務課）
　午後7時まで

◆発達相談・
　１才児半健診
　（H25.４月～

６月生）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

★１月は国民健康保険税第９期及び村県民税第４期の納付月です。
納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月2５
日です。（2５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

１月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

◦ なにが ･････ 何があったか　
　　　　　　　 例「泥棒です。」
◦ いつ ･･･････ 何時ごろあったのか　
　　　　　　　 例「５分くらい前」
◦ どこで ･････ 発生場所は、場所の目標は　
　　　　　　　 例「自宅」
◦ 犯人は ･････ どうしたか　
　　　　　　　 例「男の人の車で逃げました。」
◦ どうなっていますか　
　　　　　　　 例「お金が無くなっています。」
◦ あなたの住所、名前、電話番号

総合体育館休館  １月５日まで

総合体育館休館  １月５日まで

１月10日は１１０番 の日 ダイヤルを
使い分けてね !

落ち着いて！ １１０番

１１０

＃９１１０
０９６-３８３８-９１１０

事件・事故などの
緊急通報ダイヤル

悩みごと・心配ごとなどの
警察相談ダイヤル

プッシュホン以外の方は

または、最寄りの警察署の警察安全係へ
熊本県警察



〈問合せ先〉総務課35-0211

相良村の人口と世帯

世帯数　1,660世帯（△１）
男　　　2,272人　（△７）
女　　　2,551人　（△２）
計　　　4,823人　（△９）

（11月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。
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と
学
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の
皆
さ
ん

ふるさと学級＆茶れんじクラブ俵山登山 !
　

ふ
る
さ
と
学
級
と
茶
れ
ん
じ

ク
ラ
ブ
合
同
で
、
阿
蘇
郡
西
原

村
と
南
阿
蘇
村
に
ま
た
が
る

“
俵
山
登
山
”
を
11
月
15
日（
土
）

に
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
に
相
良
村
役
場
を

出
発
し
、
午
前
10
時
よ
り
登
山

開
始
。
比
較
的
な
だ
ら
か
な
区

間
が
多
く
余
裕
を
も
っ
て
の
登

山
と
な
り
ま
し
た
が
、
頂
上
が

見
え
て
か
ら
の
区
間
は
勾
配
が

き
つ
く
な
り
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
滑
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な

が
ら
必
死
に
足
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
頂

上
か
ら
絶
景
が
非
常
に
見
応
え

が
あ
り
、
そ
の
美
し
さ
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
登
山
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

で
た
く
ま
し
い
体
力
・
精
神
力

を
養
い
、
充
実
し
た
１
日
を
送

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

森
も り

口
ぐ ち

　華
か の ん

乃 ちゃん

（並木野区）

生年月日：平成２５年１２月２７日
お父さん：祥生さん
お母さん：成香さん

お父さんからのメッセージ

「早く肩車でお散歩しようね♪」

　

人
吉
球
磨
の
広
報
担
当
者
が
人
吉

球
磨
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
郷
熊
戦
煌
ジ
ュ

グ
リ
ッ
タ
ー
」
の
魅
力
に
迫
り
ま
し

た
。
１
月
号
は
人
吉
球
磨
の
全
町
村

の
表
紙
を
ジ
ュ
グ
リ
ッ
タ
ー
が
飾
っ

て
い
ま
す
。

【今月の表紙】


